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古文とバッハ

今は昔。

20年以上も前のことです。

メルセデスベンツのパンフレッ トだっ

たと思うのですが、京都のとある寺と

思しき裏の通りに、さ り気な く当時の

Ｃクラスのクルマが留められている写

真が載せられているのです。

ひっそ り と した未舗装の小径の寺の古

びた土塀に寄り添う よ うに留められた

車体の上に、赤い紅葉の葉が数枚乗っ

ていて、小径にはた く さんの紅葉の枯

れ葉が落ちているという、晩秋を思わ

せるものでした。

ベンツといえば、最近でこそ世界の名

車という冠がおぼろげになりかけてい

ますけれど、特にアジア圏では今なお

高級ブラン ドと しての地位を保ち続け

ています。

ド イ ツ車といえば、ベンツ・BMW・ア

ウデ ィ・フォルクスワーゲン・オペル

となるでし ょ うか。

考えてみれば、妙な取り合わせなので

す。

というのも、日本の伝統的な風景の中

に誇り高いド イツ人の象徴のよ うなク

ルマがちゃっかり と存在するのです。

しかし、晩秋の京都の小径のもとで土

塀とベンツという クルマが決して仲良

く写っているのではな く て（残念なが

ら、手元にそのパンフレッ ト もな く、

ネ ッ ト で検索してもその写真は出て来

ませんが）、物静かではあるけれど明

確に拮抗させるよ うに主張し合っては

いるものの、決して騒々し く な く てあ

く までも上品なたたずまいを醸し出す

その写真に、プロの写真家の感性をじ

ゅ うぶんに感じさせ、それを楽しませ

て くれるものでした。

ち ょ うどこの頃、光岡自動車が世界の

デザイナーの度肝を抜く よ うな強烈な

デザインのクルマを発表しました。

オロチ

「駕籠（かご）かき文化の日本人に、

こんなデザインを考えられるヤツがい

るのか ？」

と、地団駄を踏ませたそうな。

ヤマタ ノオロチから発想を得たそうで

す。こちらもネ ッ ト上に存在しないよ

うですが、某神社の前にオロチが見る

側に向けられた恰好で留められている

写真でした。

オロチのデザイナーは1975年栃木県生

まれの青木孝憲氏です。当時24歳 く ら

いだったそ うですが、直談判に近いか

たちで光岡自動車に入社し、その後も

個性的なクルマを次々に送り出してい

る気鋭の存在です。

風の声なので真偽は定かではないので

すが、「オロチ」のデザインを見たフ

ェラーリのデザイナーに

『古事記』の中に伝えられるヤマタノ

オロチはあ く までも想像の怪物で実在

しませんから、「本当の姿」は誰も知

らないわけです。それでも、もし実際

に現れたとしたらこんな感じなのだろ

う というのを彷彿とさせるよ うな、ち

ょ っとおどろおどろしい顔つきとその

独特のスタイルは、これを公道で走ら

せたときには、クルマに関心のない人

でさえも振り向かせてしま うほどの強

烈なインパク ト を持っています。

ところが、そのオロチと神社の取り合

わせに、何とも言えない違和感を覚え

たのです。

ド イツ人と日本人とでは勤勉さという

点ではどこかに共通点が見出せそうだ

とはいえ、語族としてもですが、京都

や奈良のみならず神社仏閣は日本の伝

統の典型であり、堅牢な石造りやステ

ン ドグラスに象徴されるよ うな教会を

もつド イツとでは、文化においても大

き く異なっています。

ですから、 １ 枚の写真の中で互いを尊

重しあいながらもどこかで拮抗してい

て、互いの相容れないところをはっき

り と表しているのは、当然のこ ととい

えるでし ょ う。

でも、その差異が言語化できない違和

感よ り も、むしろちょ っと気持ちの良

いわずかな痛みを伴った心地よさを見

る者に与える土塀とベンツの写真に対

して、オロチと神社の写真の方は居心

地の良く ない違和感があるのです。

ヤマタノオロチも神社も日本の精神部

分では大きな共通点があるはずです。

ところが、そこからイ ンスピレーシ ョ

ンを得たはずのデザインが示す主張と

神社の主張とが、同調も拮抗もせずに

てんであらぬ方を向いているよ うで、

とってつけたよ うな印象を受けたので

す。

これはおそら く、古寺の土塀もベンツ

にも、もちろん神社もオロチにも原因

があるのではな く て、感性に起因する

のだろう と思います。

プロの写真家のすごさは、私たちが何

気な く見ている光景ゆえに見過ごして

しま う瞬間に気づき、その一瞬をファ

インダーに捉えるこ とです。その絶妙

さを私たちは感嘆し称賛するのです。

パンフレッ トへの掲載目的のための撮

影や自社アピールのための撮影など、

それぞれの目的で写真家に依頼されて

の結果なので、そういう事情を知らぬ

見る側の一方的なこととはいえ、ベンツ

とオロチの写真から醸し出されるもの

の違いは、写真家の感性だけでな く て

それぞれの会社から依頼された内容に

もよるでし ょ う。そ ういう意味では、

写真を撮る側ではな く て、撮られた何

枚もの写真から、目的にふさわしいと

判断して選び出す側のそれぞれの感性

の違いが表れているのかもしれません。

お話は大き く変わり ますが、ワタシの

塾の生徒さん、特に中高生君たちに正

直に答えて くださいねと断った上で、

こんなこ とを尋ねてみたのです。

「古文はキラ イですか？」

「古文は好きですか ？」ではな く て、

問う前から「キライですか？」とな ？

まあ、おおかたの答は予測してますの

でね（笑）

はい。その予想通り、全員が「キライ

です」と即答しました。中には「大キ

ライです」とも。

実は、ワタシもキラ イでした。ワタシ

の場合は、古代日本語としての古典も

音楽の古典も、両方でした。

古代日本語としての古典は、いわゆ

る古事記や日本書紀や万葉集に始ま

り、『枕草子』『源氏物語』『平家

物語』それに添えて『徒然草』･･･。

挙げればキ リがない･･･（苦笑）

一方の音楽ですが、一応、音大を無事

に卒業できて、しかもしばら くは学校

の教師をしながらピアノ弾きもしてい

ました。

音楽で言う ところの古典は、18世紀か

ら19世紀にかけてのヨーロッパにおけ

る音楽の総称です。ベートーヴェンや

シューベル トなどに代表されるアーテ

ィ ス トが活躍した時代を古典派音楽の

時代といいますが、も う少し時代をさ

かのぼった17世紀のバロック音楽の時

代も含めると、そこにはヨハン・ゼバ

ステ ィ アン・バッハという、「音楽の

父」が表れます。いわゆる、古典派の

中の古典音楽です。



２その一方で、日本の国語学でいう とこ

ろの古典は、それこそ『古事記』から

始まるのですが、も う少し時代を進め

て、『枕草子』が完成したといわれて

いる1001年頃といえば11世紀頃のこ と

になるので、音楽でいう ところの古典

派といわれる時代とはかなりの「時差」

があり ます。

音楽にお於ける古典（以後「古典」）、

特にその最たる存在であるバッハの作

品の素晴らしさにワタシが気づいたの

は、40歳を越えてからです。

それまではという と、「古典＝難しい

・カタイ・不自由」という イ メージか

あり ませんでした。というのは、とに

かく、ものすご く厳格だからです。テ

ンポひとつをとっても勝手に変えては

ならないし、楽譜通りに弾くのは鉄則

中の鉄則です。ですから、ガーシュウ

ィ ンのよ うな近代的な作品が大好きで

した。

もっとも、ガーシュウ ィ ンをして自由

すぎるゆえの不自由さをこれでもかと

痛感させられ、その痛みゆえに、厳格

であるはずの最たる古典であるバッハ

の作品に戻るきっかけとなるのです。

ニンゲン様というのはマコ ト厄介なヤ

ツでして、「自由にしてイ イ よ」と言

われれば、何をどこ まで自由で良いの

やら分からな く なり、逆に「あれもダ

メ、これもダメ」と言われれば、自由

にさせよとほざ く。

生徒さんの「古文キライです」という

感情をを、はて、どのよ うにしてを和

らげよ うか･･･。

なんてことを考えながら、偶然とはい

えバッハの『平均律曲集』のCDを手持

ちのプレーヤーで聴いてみる。

目には清少納言の『枕草子』。耳には

バッハの『平均律曲集』。

おいしいコーヒーとほどよいビターな

チ ョコレー トの取り合わせ以上によ く

合うのです。

あれ？

この取り合わせ、この感覚･･･。

そ う そ う。あのベンツと土塀の写真を

見たと き と よ く 似てるいよ う な･･･ ？

民族も文化も、もちろん歴史も違うの

に、「伝統」という文字には言葉を超

えた、天空でのみ通じ合う よ うな特別

な存在があるのかも知れません。

実入りのない精神論ではなくて･･･

「先生、やっぱり古文はキラ イです」

どうやったら好きになれますか ？」

最近、高校生君から投げかけられた質

問です。

「キライ き らいも好きのうち」

好きであろうがキラ イであろうが。対

象物に関心があるから言えること。も

しあなたが本当に関わりた く ないので

あれば無視を決め込むのがイチバンで

す。が、それが勉強となると、テス ト

という学生さんにとっては忌むべき存

在があり、おまけにテス トの結果まで

ついて く るという厄介なことを避けて

は通れない限り、無関心ではいられな

いというジレンマが起こ り ます。

だからといって、今は昔の英会話教室

のコマーシャルではないですが、「発

音は気合いで ！ 」ならぬ「古文は気合

いで ！ 」ではね･･･。

「『キラ イナモノハキラ イ』からの発

想」というアメブロ記事では、英語が

きらいな中学２年生からの質問として

書いた記事をこのニュースレターに貼

り付けて加筆しているのですが、英語

にしても古文にしても、結局は同じこ

とです。

実は、答はめっちゃ簡単なんです。そ

れは･･･

好きになれないものは、なれない。な

れないなら、無理になる必要もない。

も う、身も蓋（ふた）もない答です。

でも、これで正しい･･･はず ？

だって、ワタシがそうだからです。

小学生の頃、鈍く さいからと、運動の

できる子にずっといじめられたから、

スポーツが好きになれない人になって

しまいました。

まあ、そのいじめに対して反旗を翻す

気力が起こ らなかったこの自分にも責

任は大いにあり ます。

（これ今だから言えることですけれど）

で、６年生になって音楽の道に入り、

そ う したら得意なことが出来たので、

ずっといじめていたヤツらが手のひら

を返したよ うに音楽のことを聞きに来

たけれど、一切教えてやらなかった.。

（What a narrow-minded guy !
なんて心の狭いヤツなんだ ！ ）

By Google AI

なぜなら、人間の身勝手さが分かり、

人間不信になったからです。

そういう感覚をずっと持ち続けていて、

自分も身勝手なニンゲン様のひと りだ

という ことに気づき、そんな自分をや

っと受け入れられるよ うになったのが

55歳 く らいからです。

キライナモノハキライ。

きらいなモノは好きになれない。

でも、何かをきっかけに好きになるこ

とはあるかもしれない。それはそれで

良し。

こ ういうスタンスでいられるよ うにな

ってから随分と楽になり ました。

そ ういう経緯があるので、

「好きになれないものは、なれない。

なれないなら、無理になる必要もな

い。」

でも、これだとあま りにもカタクナで

人間的に発展できないので、

「好きにはなれな く ても、研究材料と

して、個人の感情は入れずに論理的

に見れば良い」

という割り切る方法を生徒さんに教え

ています。

とはいう ものの、頭では理解できそ う

に思えても、どう もス ト ンと心の中に

落ちません。

そこれ、生徒さんにはこのよ うに伝え

ています。

「好き」と「得意」は違う。

「好き」の場合は、「好きこそものの

上手なれ」の反面に「下手の横（もの）

好き」という言い回しがあり ます。

「下手の～」のほうはへり くだるとい

う側面もあ り ますが、「好き」は必ず

しも「上手だ」とか「上手でなければ

ならない」なんてことはないのです。

「好き＝上手｝なんて、いつの間にか

勝手に結びつけられたに過ぎない。そ

ういう発想です。

例えば、英語が得意な子に

「あなたは英語が好きなんでし ょ ？」

と尋ねて、

「そんなこ とないよ」

なんていう答を返されたらビッ ク リは

するけれど、とにかく勉強を頑張って

成績を上げなきゃとひたすら思ってい

るだけだったら、「英語が好き」に直

結させるこ とはできません。でも、英

語の成績は良いのだから「英語は得意」

ではあるのです。そういう考え方をす

れば、「英語がキライ」なあなたでも

少しは楽になるでし ょ ？

というお話をその生徒さんにしました。

しかしながら、これはただの精神論。

絵に描いた餅ですから実入り感は限り

な くゼロに近い。そんなこ とよ り、英

語とか古文を得意になる方法を教えて

くれたほうが、よほどに実入りが良い

わけです。

ぼやけているものをクリアにする

現在中学２年生の生徒さんの、ある一

言が「もしかしたら ？」と思う きっか

けになり ました。

「分かったら面白いかも ？」

失礼ながら、こ ういう こ とを発すると

は思えないタイプの生徒さんからの言

葉だったので本当に驚かされました。

というのは、論理的な理解がやや苦手

で、事あるごとに発するある口癖があ

ったからです。

「どう ？ めっちゃシンプルやろ ？」

「ええ～？ めっちゃムズい～。」

「ホンマ、お勉強のメンタル弱いよな

ぁ～。」

「ああ～、アタマ疲れたぁ～。」

こ う言っては机に突っ伏しるのです。

だから、てっき り「勉強はキラ イ」と

いう想いを持っているものだと思って

いたのです。

ところが、

「分かったら面白いかも ？」

という発言を耳にして、本当に「人は

見かけによらずもの」なのだなと実感

させられると共に、新たなこ とをこの

生徒さんから引き出せれば、解決への

布石を打てるかもしれないと思いまし

た。

私たちがス ト レスを感じる場合は十人

十色とはいえ、物事の状態がはっき り

と しないときは、ほぼ共通するよ うに

ス ト レスを感じさせられるのではない

でし ょ うか。

例えば、的を射ない発言に対して結局

何を言いたいのかがぼやけていて分か

らないとき、音が小さ く て聞き取りに

くい、画像がぼやけていて何が写され

ているのか分からない･･･。

つま り、対象物がぼやけているときに

強いス ト レスを感じるという こ とは人

に共通した感情の動きではないかとい

う ものです。



３それを小学生時代のこの生徒さんに当

てはめてみると、こんな感じになるの

ではないかと思ったのです。

というのは、かなりなやんちゃさんだ

ったよ うで、いわゆるイマドキに珍し

い「きかん坊」さんですね。

「利かん坊」とも「聞かん坊」とも書

く そ うですが、読んで字のごと く、言

い出したら人の言う ことなんぞ聞き入

れないという性質を持つ子どもさんの

ことです。

拙著『塾ごっこ』の「きかん坊」でも

書いているのですが、ワタシは黙した

「きかん坊」でした。黙って言う こ と

を聞かないのです。まるでマハトマ・

ガンジーの非暴力不服従みたいでした。

言葉に発して反抗せずに黙って二の句

が継げないよ うなこ とをして、特にち

ょ っと高圧的な親父様をして

「こいつは何を考えているか分からん

ヤツ。容易ならざるヤツ。この頑固さ

は誰に似たんだ？」

と言わしめていました。

一方のこの生徒さんは、当時のワタシ

とは真逆にいるよ うな感じで、もし同

年齢で同じクラスにその子とワタシが

いたとしたら、めちゃ く ちゃ馬が合っ

たか、逆に犬猿の仲だったかのどちら

かでし ょ う。

そんな感じだったので、学校の先生か

らは注目の的といえば聞こえは良いで

すが、いわゆる手を焼かせる子として

は第一人者のよ うな存在だったそ うで

す。

ですから、本来なら授業で教えてもら

って理解しておかねばならない部分が

ぼやけま く っていて、そのままでずっ

と来ていたことが原因で、ワタシの塾

に来たときには、以前に通っていたと

いう塾での記憶がほとんどない状態で

した。

そんな「手着かず」の状態なので、本

を読んでも分からない、算数も国語も

理解度は４割ほどに留まっている状態

で、実はこの状態は、勉強が嫌いで端

（はな）から勉強を放り投げている子

に似ていたのですが、大き く異なって

いたのは先の塾での記憶がない分先入

観がなく、勉強への意志の火種がまだ

消えていなかったこ とでした。

この状態を解決してゆくには、ふたつ

しか方法があり ません。それは、この

生徒さんを リ スペク ト すること と、と

にかく対話をするこ とです。

勉強対する理解度が４割く らいだった

ので、本来ならしないよ うな質問を投

げかけて く るし、人の話半分で ト ンチ

ンカンな答えを出すのですけれど、そ

れを全部受けとめて、ひとつずつ丁寧

に答えていったのです。

このときに大切なのは、説教はしない

こ とです。説教は一見するとその子の

ためを思っているよ うですが、その子

の言う ことを否定するからこそ説教と

なるのです。つま り、説教とはタイ ミ

ングによっては相手の否定につながり

ます。だから、説教はしない。

「分かったら面白いかも ？」

この発言は、このよ うなやり取りの中

で、この生徒さんから不意に飛び出し

たものでした。

何でもそうですが、考えたことよ り も

考えないで発したり行動したときに思

わぬ良き方向に向かう こ とは、往々に

してあるものです。

まさに偶然は偶然に非ず。

そこから古文の発想につながるの

には２年ほどかかるのですが、そ

の発想の根幹にあるのはこれでした。

「ぼやけている。」

高校生君の古文を指導していて、高校

生君ほどには古文に深く脚を突っ込ま

ない範囲ではあるけれど、一部分を中

学生の古文に取り入れてみたらどうな

るのだろうかという ところにたど り着

きました。

それは、ある中学３年生の生徒さんか

ら、

「五ツ木の模擬テス ト で古文が分から

なかった。」

というレスキュー要請があったこ とが

きっかけでした。

それで、中学生で学ぶ古文について、

教科書ではどのよ うになっているのか

を改めて念入りに調べてみたのです。

中学 １ 年生で学習するのは『枕草子』

の「春はあけぼの」と『竹取物語』の

竹取の翁（おきな）とかぐや姫が出会

うシーンと、かぐや姫が月に帰って行

く シーン。

中学２年生では『枕草子』の「うつく

しきもの」・『徒然草』の序段・五十

二段の「仁和寺の僧」・第九十二段の

「ある人、弓射ることをを習ふに」、

そして『平家物語』の「扇の的」また

は「敦盛の最期」です。更に漢文の基

礎として五言絶句・七言絶句・五言律

詩・七言律詩で日本でもよ く知られて

いる杜甫・李白・孟浩然の作品、いわ

ゆる漢詩を学びます。

中学３年生になると、『お くの細道』

と和歌の世界を学び、漢文の基礎とし

て『論語』を学びます。

こ うやって見ると、古文や漢文のいわ

ゆる古典の作品に接する機会が、かな

りな数で用意されているのが分かり ま

す。

さて、これらについて、一体どこがど

んな風に「ぼやけているの」のかに論

を進めていきます。

その前に、古文に関しては、中学生の

指導要領に「壁」があるのです。それ

は、古文の文法事項について高校の指

導事項には足を踏み入れないこ となの

です。こ ういう背景があるため、中学

生で学ぶ古文の文法事項は「係り結び」

しかあり ません。

その代わり（ワタシには苦肉の策にし

か見えないのですが）、現代語訳文が

添えられています。

つま り、初見の古文の原文を現代語訳

文と照らし合わせながら、大まかにイ

メージを捉えさせようというワケです。

実はこ こがクセモノなのです。

「大まかに捉えまし ょ う」とな ？

どこからどこ までが「大まか」で、ど

こからが「細かく」なの？

まずこ こがぼやけています。

そして８割から９割までの生徒さんが

現代語訳と照らし合わせながら、とい

っても、ほとんど無意識に先生の解説

を聞き流し現代語訳をサラ リ と見通し

て、それで終わりです。

こんなぼやけたことをしているのです。

この状態で「五ツ木」の難解な模擬テ

ス ト を受けて高校入試を受験するので

す。

こんなの、全くもって論理的ではない。

つま り、指導者の力量に丸投げされて

いるのと同じ。国語力が大事だと言い

ながら、英語と数学に躍起になり根幹

の国語については二の次三の次という

文科省の本音が表れています。

ワタシは幼い頃から黙して従わない性

質をもっている「きかん坊」ですから、

こ こで本来持ち合わせている静かな反

抗精神がわき上がって来ないはずがあ

り ません。

という こ とで、まずは私立中学校の生

徒（２年生）さんと中学３年生の生徒

さんに中間考査で試してみたのです。

それが、この画像です。
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〈編集後記〉
お陰様で、この11月20日に、amazonサイ トにリ

リースされました。拙著『塾ごっこ』です。塾

生の皆様には １冊ずつではあり ますが、プレゼ

ン ト をさせていただきました。 １年と ４か月か

かってやっこらさで脱稿し、その後、出版社と

の表紙などの打ち合わせや最終点検などのを経

て発刊されました。amazonのリ リース・ページ

を初めて見たとき実感が全然湧く こともな く、

まるで人事のようでした。

これから先、ニュースレターで裏話などを書か

せていただければと考えています。

いわゆる、文法解析を少しだけ取り入

れて、ただし、中学生なので覚えな く

ても良いという条件付きの指導です。

ターゲッ トは「けり」と「たり」。

中学生唯一の古文の文法事項である

「係り結び」の絡みで、この２つの助

動詞は必ず姿を現します。なので、ど

のよ うに語形が変化するか（活用する

か）については、覚えな く ても良いけ

れど、どういう ものなのかは体験して

おいて欲しいと思ったのですね。

そして、押さえてお く と良い古文単語

です。代表的な例として「うつく しき」

というシク活用の形容詞です。

『竹取物語』であれば、「いと うつ

く し ゅ うて ゐたり」です。

① 「いと＝大変・たいそう」

② 「うつく し ゅ う て＝かわいらしい

姿で」

③ 「ゐたり＝座っていた」

特に③の「ゐ」とい う文字ですが、

「いる」であれば、単に「そこにいる

（存在する）」とい う意味ですが、

「ゐる」となると「座っている」とい

う意味になり ます。また「たり」は完

了や過去を示す助動詞だという こ とを

知っていれば、現代語訳を見ずとも、

「たいそ うかわいらしい姿で座ってい

た」

という現代語訳が自力で出来てしまい

ます。

現代語訳文と照ら し合わせながら、

「ああ、こ ういう意味なんだな」とい

う とらえ方と、自力で現代語訳をでき

るのとでは、外部の模擬テス トや入試

となれば、圧倒的な差が生まれますし、

そもそもよ り ク リ アに意味を捉えるこ

とができます。

高校古文の文法に深く立ち入るのでは

な く て、ちょ っとだけでも踏み入れた

だけで、これだけの差がつくのです。

「これが自分で勉強するという こ とで

す。もっとも、古文の文法を学習して

いないので、自力で分析せよというの

めちゃ く ちゃな要求なので、それは

ボクがします。でも、いずれは（高校

生になれば）、ご く当たり前のよ うに

できな く ちゃいけな く なるから、早い

うちに少しずつ体験しておけばイ イ よ

ね。」

という よ うに、授業時には伝えていま

す。

その結果ですが、五ツ木の模擬テス ト

で周囲の子は「古文は何が書かれてい

たのかをつかめなかった」という中で、

「９割方、意味を把握できた」という

答が返ってきましたし、私立中学校の

２年生の生徒さんに至っては、書かれ

ている内容がものすご く ク リ アになっ

たと言いました。

幸先の良いスター ト を切れたので、

「分かったら面白いかも ？」と言っ

た例の生徒さんを筆頭に、他の中学

生さんにも同じよ うに、期末テス ト

前に解説をしました。

『平家物語』と『徒然草』が範囲内の

古文事項です。相手にとって不足はあ

り ません。とはいう ものの、この２作

品の中で、最も分かりやすい段なので

すけれど、中学生さんにとっては巨大

な「壁」にみえているのは間違いあり

ません。

例によって、「古文、ムズい～ ！ 」と

事あるごとに嘆いておりましたが、そこ

は根気よ く進めてい く うちに、

「あ、そういう こ とか ！ 」となり、

「古文ってこ うやって説明してもらっ

たらオモロイかも ？」

とまで言う よ うになり ました。

ただし、これはあ く までも一時の感情

です。これを「古文が得意です」と生

徒さんに言わせるのは、まだまだ先の

話です。

那須与一 この段ではこの人が主役、

つま り ヒーローです。

『平家物語』の「扇の的」の授業で平家方と

源氏方のシチュエーショ ンを解説する際に使

った図。

『推しの子』

「これ、君ら歌えるのん ？」

「歌えるよ ！ 」

Youtube を ま さ ぐ っ ていて、と く に

TikTok動画のBGMで最近やたらと耳に

する曲があり ます。

なんでも、『推しの子』というアニメ

のオープニングソング（アニソン）ら

しいのですが･･･

歌詞の複雑さといい、調性の不安定さ

といい、とにか く、このめま ぐるしい

変化に着いてい くだけでも精一杯なワ

タシ。

ワタシ、実は歌詞を覚えられないので

す。認識しよ う という気持ちが湧かな

いというのが正確な表現です。歌詞よ

り もその曲の構造とか和声進行、いわ

ゆる曲作り とか音作りの方に文字通り

耳を傾けてしま うのです。

この『アイドル』について言いますと、

和音の構成とかメロデ ィの進行はポッ

プスの中では古典的に聞こえるのです

が、調性の半音移調を繰り返すので、

その不安定さは何を意味するのかなと

考えながら、動画に現れる歌詞を見て

は頭の中で曲を分解させてみると、な

るほどなと思いました。

アイ ドルの日の当たる部分と闇の部分

を歌詞の中の主役が日々行き来してい

る様子をメロデ ィー付きの部分とラ

ップの部分を繰り返し、そのラップ

の部分でさえ半音上行させながら、

歌詞の文字量を増やして聞き手を追

い込んでいく という手法が使われた

かと思う と、サッ と曲想を変化させ

る瞬間に半音下降（上行）させて転

調させる。

ワタシはこっちの方に意識が引っ張

られるので歌詞が全く認識できませ

ん。動画内に歌詞が現れるので、ど

うにか認識している状態です。

専門的な小難しいことはこ こ までに

しまして･･･

「ずんだもん」という面白いキャラ

クターがいるのですね。

TikuTok動画内でこのキャラに、『ア

イ ドル』のメロデ ィに乗せて都道府

県を全部当てはめて歌わせたり、数

の桁を歌わせたり･･･。

ずんだもん

「桁」バージ ョ ン

枝豆の妖精 ずんだもん

ずんだもん 都道

府県バージョ ン

『推しの子』テーマソング

『アイドル』ピア ノバージ ョ ン

以前、『エヴァンゲ リ オン』のテーマ

曲だった『残酷な天子のテーゼ』です

ら、初めて耳にしたときは、

「なんじゃ、これ？ この慌ただしい

曲は？ これ、歌えるの？」

と思っていたのですが、高校生のカラ

オケでは定番級のアニソンなんだと聞

いて、高校生の認識能力と歌唱能力の

高さにビック リ させられたものです。

ところが、セカオワさんの『Habit』の

速さに驚かされ、今は『アイ ドル』に

驚愕させられて、ふと思い出したよ う

に『残酷な天子のテーゼ』を聞く と、

ナンと遅く聞こ えることか･･･。

日本のアニソンは世界最先端を走って

いるそ うです。

いつの時代でも、その時代の音楽を牽

引するべく最新鋭の曲作りがなされて

きたのが日本のアニソンの歴史です。

アニソンで最新鋭の感覚を発表し、そ

れが認知を得たあとで歌謡曲をはじめ

ポップスに反映される。これが昭和時

代の流れだったように記憶しています。

Amazonサイト

それが平成に入ると、アニソンという

特別な立ち位置ではな く て、ポップス

で最先端を行く アーテ ィ ス トにアニメ

のイ メージを伝えて曲作りをする場合

と、そのアニメのイ メージに近い曲が

アニソンに採用されるこ とでアーテ ィ

ス トが世に出される場合とに、はっき

り と分かれる流れができてきたよ うに

感じます。

今日、生徒さんに

「オジサンの知らないところで時代は

進んでいるんやなぁ･･･」

と思わず言ってしまいました。

何にしても、なんたって音楽です。


